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研究成果の概要（和文）：本研究では、文化的景観の枠組みを用い、近代化遺産を地域内で面的に評価すること
を試みた。福岡市箱崎の事例では、大学などの施設は立地する地域の歴史的な重層性の一要素ではあるものの、
その施設を核とした文化的景観として評価することは難しいこと、一方で北海道美瑛町の事例では、近代開拓由
来の土地区画や合理的な土地利用、開拓プロセスが現れた地域として全町規模で文化的景観として評価できるこ
とが明らかとなった。また、白川村荻町の事例では、伝統的な集落景観において、近代化によって失われた要素
と近代化を経て失われなかった要素を明らかにし、近代化の影響を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study attempted to evaluate the modernization heritage within a region 
using a cultural landscape framework. In the case of Hakozaki in Fukuoka City, the university 
facilities are an element of the area's historical multi-layeredness. However, it is difficult to 
evaluate as a cultural landscape with the facility at its core. On the other hand, in the case of 
Biei in Hokkaido, modern land plots, rational land use, and farmland development have spread over a 
wide area. Therefore, the entire town can be evaluated as a cultural landscape. In the case of 
Ogimachi in Shirakawa Village, the impact of modernization on traditional village scapes was 
identified by analyzing the elements lost to modernization and those not lost through modernization.

研究分野：都市計画

キーワード： 近代化遺産　文化的景観
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近代化遺産は建築物や土木工作物単体で価値を見出されることが多いが、文化的景観の分析手法を用い、地域の
アイデンティティとなるような面的な広がりをもった評価を具体的な事例で行ったことに学術的な意義がある。
対象事例はわずかだが、実際に評価が可能な事例と難しい事例とがあることが明らかとなった。また、文化的景
観の変容にかんする研究は多く見られるが、景観構成要素ごとに詳細に変容を追うだけでなく、その要因につい
ても分析したことに研究としての新規性があり、近代化の景観への影響を詳細に明らかにすることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年、近代化遺産の評価の機運が高まっている。近代化遺産とは、「幕末から第 2 次世界大戦
期までの間に建設され、我が国の近代化に貢献した産業・交通・土木に係る建造物」(文化庁に
よる定義)であり、1993 年から重要文化財の一類型となった他にも、近代化遺産の活用を促すた
めに経済産業省による「近代化産業遺産」の公表が行われている。世界遺産も、中世や近世の歴
史に由来する文化財が大半を占めていたが、「富岡製糸場と絹産業遺産群」(2014 年登録)や「明
治日本の産業 革命遺産」(2015 年登録)など、明治以降の日本の近代化の証拠となる文化財が登
録の対象となっている。しかし、評価が進む一方で、近代化遺産の活用は課題を残す。近代化遺
産は、工場、鉱山やそれに付帯する施設、ダムや発電所、橋梁などがあげられるが、それらの遺
産は国や自治体、企業の所有物である場合が多い。また「明治日本の産業革命遺産」を例にとる
と、八幡製鐵所などのように現役で稼働している構成資産もあれば、端島(軍艦島)などのように
廃墟化しているものもある。どちらもそれらの遺産がある自治体やそこに暮らす住民が簡単に
活用に関与することの難しさの要因となっている。また、その価値についても、あまり広く共有
されているとは言えず、専門家や一部の愛好家が理解するに止まっているのではないだろうか。
それは、それぞれの近代化遺産が単体の構造物としてのみ評価される傾向にあるからだと考え
る。それぞれの近代化遺産により、地域には様々な変化がもたらされたはずで、近代化遺産と地
域とは連続性を持っているにも関わらず、遺産のみが評価されることで、その地域に暮らす住民
から遠い存在になっている。筆者は、福岡市とその近郊を対象に、海水浴場という明治以降に展
開されたレクリエーションの場と、海浜という良好な環境を生かすための施設や設備が整備さ
れた近代海浜リゾートについて研究を行ってきた。この研究の中で、福岡市の海水浴場の発展や
海浜リゾートの成立には、炭鉱というまさに近代化を推し進めた産業が影響を与えていたこと
が明らかとなっている。つまり、炭鉱を、物理的に立地する場所や構造物としてだけではなく、
広く周辺自治体のまちづくりに影響を与えた存在として総合的に評価することができれば、よ
り身近にその価値を享受することができる。 
 総合的に評価する枠組みとしては、文化的景観の概念が有用であると考える。文化的景観は、
建造物や土地利用などの目に見えるものと、その背景にある人の営みなどの無形のものとを総
合的に評価する。ある地域の個性を有形・無形の両側面からあぶり出し、その地域らしさの根幹
となり、まちづくりに広く生かすことのできる可能性を明らかにすることができる。 
 
２．研究の目的 
 本研究にて明らかにするのは、以下の 2点である。 
(1)近代化遺産の文化的景観としての価値評価の可能性：単体として評価されがちな近代化遺産
を核にして、その遺産の影響が及ぶ範囲を一体とした文化的景観として評価する可能性を探る。 
(2)文化的景観の中での近代化の評価：文化的景観として評価できる地域において、近代的な構
造物の整備や土地利用が面的にどのように展開され、近代化以前の景観の価値と融合している
のか、また問題を生み出しているのかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 以下の文化的景観の価値評価および景観特性の分析 a）自然調査、b）歴史調査、c）生業調査、
d）生活文化調査、e）景観認知調査、f）土地利用の変遷分析、g）景観構造分析、h）景観構成
要素分析を参考にし、取り上げる事例によって異なるが b）,c）,d）,e）,f）,g）,h）を行った。 
 研究対象地は、研究目的の（1）については、ダムや発電施設、橋梁が近代化遺産として評価
できる岐阜県白川村、九州大学が近代化遺産として評価できる福岡県福岡市としたが、近代開拓
による農業景観が近代化遺産として評価可能な北海道美瑛町を加えた。研究目的の（2）につい
ては、アイヌ文化と近代開拓により文化的景観がかたちづくられている北海道平取町、中世から
現在まで繁栄を続ける歴史都市である京都府京都市として調査を実施したが、一定程度の調査
蓄積のある岐阜県白川村を中心に分析を行った。 
 
４．研究成果 
（1）近代化遺産の文化的景観としての価値評価の可能性 

①福岡市箱崎 

 箱崎における九州大学という近代化遺産の位置づけや影響について明らかにするために、b）

歴史調査、e）景観認知調査、f）土地利用の変遷分析を行い、歴史的・空間的な変遷とイメージ

の変化を明らかにした。 

 前者については、筥崎宮の「門前町」および唐津街道沿いの「宿駅」として古くから栄え、海

岸に近いエリアについては「漁師町」、東側には「農村」が形成されていた。この箱崎村が近代

に入ると糟屋郡役所が設置（明治 11年）され、糟屋郡の中で唯一の町（行政・経済の中心地）

に変化を遂げていく。明治中期以降、九州鉄道・博多湾鉄道・福博電気軌道などの鉄道や、新し

い道路が敷設されるなどの変化を遂げていくが、東側の広大な畑地に九州帝国大学の設置（明治

44年）されることにより「農村」の特性は大きく失われる。また、白砂青松の風光明美な海岸を

生かして箱崎水族館・抱洋閣も整備され、箱崎が「文教エリア」としての性格を強めていくこと

になる。非常に興味深いのは、廃業した元漁師が学生の下宿を受け入れ、「漁師町」が大学町と



して発展したということである。 

 後者については、メディアにより見出され拡散される外的なイメージと住民が有する内的な

イメージの両者について調査分析を行った。前者については、福岡市のタウン情報誌である『シ

ティ情報ふくおか』を対象とし、1976年の創刊から 2019年 1 月号までの箱崎の取り上げられ方

を追った。箱崎は、「筥崎宮と九大の町」、「大学周辺の学生さん、網屋の漁師さん、筥崎宮近辺

の氏子さんがクロスオーバーされた雑居 TOWN 箱崎!」といった神社と大学という 2 つのシンボ

ルがある町として多々紹介されている。しかし、1970年代から 2001年までは学生向けたキャン

パスライフを充実させるリーズナブルな食堂、喫茶店、本屋などの情報が多く掲載されていたが、

近年は大学というキーワードはなくなり、学生街のイメージが非常に薄くなっている。「筥崎宮

と九大の町」として紹介されていたエリア（大学通りとふれあい通りに挟まれたエリア）の店舗

経営者および住民にインタビューを行って明らかにした内的なイメージについてもそれを裏付

ける結果となっている。箱崎らしさを表す空間が筥崎宮と商店街に集約され、九州大学がほぼ登

場しない。箱崎に対するイメージについても、学生の減少については触れられているものの、そ

れを惜しむ声はみられず、学生街というイメージは無い。 

 以上のことから、東の「農村」に替わるシンボルとして「九州大学」が誕生し、他の施設もあ

わせて箱崎に「文教エリア」という特性を付与したことが明らかになった。それに伴い、既存の

「漁師町」・「門前町」・「宿駅」として形成された住宅地や商業地が「学生街」としても認識され

るようになった。しかし、学生の存在により「大学」が箱崎というまちに少なからず影響を与え

たことは事実であるが、大学キャンパスが、それまでに形成されていた歴史的な空間に埋め込ま

れたという傾向が強い。ある時期には町の一つのシンボルとなるなど、箱崎の歴史的な重層性を

理解するための一つのレイヤー・要素として大学は重要な要素であるものの、大学を価値の核と

して箱崎の町を文化的景観として評価することは難しい。 

 

②北海道美瑛町 

 美瑛町の農業景観を文化的

景観として評価するために、

b）歴史調査、c）生業調査、d）

生活文化調査、f）土地利用の

変遷、g）景観構造、h）景観

構成要素など多角的に調査分

析を行った。 
 森林や原野であった土地が

開拓地として指定され、明治

27年に旭地区に開拓者が入っ

て以降、農家自らが住まいを

建て、木を切り倒して抜根し、

少しずつ農地として耕し、戦

後まで本州各地からの多くの

人々を受け入れながら発展し

ていった。畑では、麦・豆・ビ

ート（甜菜）・ジャガイモが輪

作され、トマト、アスパラガ

ス、トウモロコシなどの野菜

も生産されている。生業や生

活文化と景観との関係性につ

いてはフェノロジーカレンダ

ーの作成を通じて明らかにす

ることができた。 
 美瑛町は、十勝岳の噴火と

河川により侵食された丘と沢

が連続する波状丘陵という独

特の地形をもつ。水が湧出し

やすい沢に農家が分布し、引

水できる平らな場所は水田、緩傾斜は畑となっていることが個々の農家の営みと地目図から分

析できる（図 1・図 2参照）。そして、農地として利用することが難しい急傾斜地に樹林が広が

っている。この合理的な土地利用のもと成り立つ農業景観は、丘に畑が広がり、丘と丘の間の傾

斜地に分布する樹林地が畑を縁取り、沢の合間から農家の建物や屋根が控え目に見えるものが

典型である。 

N

凡例

水田・溜池・池沼・用悪水路
畑・牧場
原野・山林・保安林
町界

宅地・寺社境内地・墓地

4km

図 2  地目図 

樹林地 樹林地
道路

宅地 宅地畑 （元水田） 畑宅地

カラマツの人工林。
薪の調達、山菜・キノコなどの採取の場だった。

作業休憩するための小屋は、
丘の上にあるものも。近隣農家4軒で共同で使う

湧水地があった。

減反政策の影響受け、
昭和50年前半に畑に。

図 1  美瑛町の景観構造図（地形と土地利用の関係を強調すするため高さは 4 倍に加工） 



 

 一般的な農業景観と近代化遺産としての美瑛町の農業景観の違いは、波状丘陵の起伏に富ん

だ地形であるにもかかわらず、計画的な近代開拓であったことを示す直線的な区画にある。また、

水の調達の関係から凹地に宅地が形成される傾向にあることは変わらないが、同じように地形

に凹凸があるエリアにおいて開拓時期の違いにより丘陵地の区画割が大きく異なる。図 3 は、

美瑛町の中でも初期（明治中期）に開拓が着手された地域であり、地形が多少影響していると考

えられるランダムな区画割がされている。一方、図 4 は、大正〜戦前に開拓の手が入った地域

で、地形と関係なくグリッド上の区画割が基本となっている。このように美瑛町内で近代開拓の

プロセスが空間・景観に表れている。 
 美瑛町は、町域全体に近代開拓由来の計画的かつ地形を生かした合理的な土地利用が展開し

ており、それに加え、町内において開拓の発展プロセスが理解できる文化的景観として評価する

ことができる。 
 
(2)文化的景観の中での近代化の評価 
 岐阜県白川村の荻町集落を対象

に、伝統的な農村集落に近代化の影

響がどのようにあらわれているの

か、c）生業調査、d）生活文化調査、

f）土地利用の変遷分析、h）景観構成

要素分析を行った。白川村において

近代化が急速に進むのは昭和 30年代

以降であるため、昭和中期までの景

観構成要素と現在の景観構成要素を

比較して変化とその理由について明

らかにした（表 1）。 
 近代化の中で、文化的景観を構成

する各種要素が多く失われた。それ

らは「存在の意味が失われた要素」と

「他の要素に意味が移行したことで

失われた要素」に分けることができ、

前者は生業の衰退などの変化、後者

は上下水道や火葬施設などの近代的

な施設に移行したことが失われた要

因となっている。一方で、現在まで存

在している要素については、A「住民

にとって意味が変化した要素」、B「住

民にとっての意味が変わっていない

要素」、C「住民にとっての意味が失わ

れたが、のこされている要素」に分け

ることができる。Aは、観光や交流、

教育の装置として利用されるようになったものであり、Bは、住民の生活を支え続ける田畑など

の農地や、水路や道路などの集落の骨格である。これらは、要素そのものは変化していないもの

の、農地改良・水路護岸や舗装の改良が見られる。Cは要素そのものが住民に知られていない農

業に関わる工作物であり、古老のみが生業との関わりなどのその要素の意味を知っている場合

が多い。このように、文化的景観における近代化の影響は要素により異なり、非常に多岐にわた

ることが明らかとなった。 

図 3  明治中期に開拓に着手した地域の土地の区画と地目 図 4  大正〜戦前に開拓に着手した地域の土地の区画と地目 

昭和中期までの生活景を
構成する要素 関係する文化的慣習 現在までの変化 変化の要因

合掌造り家屋に関するもの

間
取
り

・シャシ、オエ、ダイドコロ、
　デイ、ブツマ、チョウダ、ウ
　マヤ、ウスナワ、ミンジャ
　など

・農作業を含む、生活の場としての家屋
・水路の水の引き込み
・牛馬での農業や移動

・ウマヤ、ウスナワの消失
・ミンジャなどの水回りの改良
・間取りの変化

・農業の機械化
・上下水道の整備
・現代的な生活スタイル、観光利用
   （民宿、飲食店、土産物店など）
・養蚕の衰退落

屋
下
屋

・小規模な下屋もしくは落屋の
　増築

・アマでの養蚕（採光、換気の必要性） ・増築の大規模化（妻面を覆い隠す、
　茅屋根を切り取る）

外
観
・軒下に焚きつけを吊るす（豆
　の木を乾燥させたもの）
・妻面開口部のハンギ

・囲炉裏で火を焚く
・田植えの休憩の合図

・土産物店の解放的な外観
・民具を生かした飾りつけ

・観光利用
・空間演出

屋
根
・一見仕上がりが悪いように見
　えるが長持ちするコガヤで葺
　いた屋根

・各家での茅の生産、ネソ、藁縄の準備
・茅頼母子、結いでの屋根葺き
・茅の再利用（雪囲い、肥料など）

・オオガヤで分厚く、均質に葺かれ
た屋根

・補助金での業務委託が可能に
・屋根葺き専門会社の設立
・技術革新（チェーンソーなど）

屋敷地の中

池
・たな池（個人、共同）
・水路を拡張した融雪池
・牛馬洗いの池

・水路を汚さないための排水ルール、泥の肥
　料としての活用
・限られた水資源、農地利用の優先
・牛馬での農業

・たな池の消失
・融雪池の拡張、増加

・上下水道の整備
・水量の増加

屋
敷
地

・マヤの前の広い空間（コヤシ
　ゴヤ、ウシツナギバ）
・家屋全面の空間
・法面石積

・堆肥の生産
・牛馬での農業や移動
・農作業（豆を落とす作業、脱穀など）
・石工、住民の技術

・駐車スペース
・砂利や修景コンクリ舗装
・車庫や倉庫などの新設

・自動車の普及

附
属屋
・別棟の便所
・マユアブリ小屋

・堆肥としての人糞の活用
・養蚕

・別棟の便所の激減（内部化）
・マユアブリ小屋の消失

・肥料の購入
・養蚕の衰退

樹
木
・果樹など（カキ、ナシ、ウメ、
　グミなど）

・おやつ、非常食
・渋を抜く技術

・伐採による減少

屋敷地の周辺

畑
・センザイバタでの野菜類や麻
　の栽培

・自給自足
・軒裏の化粧材として麻がらの利用
・麻の加工技術（布、縄、衣類、作業袋）
・麻蒸しの共同作業

・個人の麻畑の消失
・建材用の無害な麻の栽培

・法律による麻栽培の規制

水
田

・灌漑可能な場所は全て水田と
　して活用
・屋敷地に近接して形成
・畔に豆を植える

・自給自足　　・牛馬での農業
・自然環境を読みとる技術
・相互扶助（ユイ、ネンブ）
・農地の賃貸（サクトク）
・土地の有効利用
・祭礼行事や日常の豆料理、家畜の餌
・枝の焚きつけとしての活用

・一部、耕作放棄
　→財団など第三者による復旧

・畔の豆畑は消失

・現金収入の機会の増加、物流の発
　達
・収量の増加
・景観保全

ハ
サ
バ

・規模の大きなハサバ
　（長さ 6間× 10 段）
・家屋近くでの設置

・稲の乾燥の知恵
・ワラの活用（履物、ネゴタ、バンドリ、縄、
　トイレットペーパー）

・ハサの減少
・ハサの立地場所、形態の変化

・乾燥、脱穀、精米の機械化
・ワラが不要に

タ
ケ

ワ
ラ

・集落内各所にタケワラが存在 ・葬式の習慣（造花の作成） ・タケワラの消失 ・葬儀専門業者の存在

板
倉

・
墓

・山際や河川沿いの板倉、墓 ・平坦地の農地利用の優先
・火災による延焼の防止

シ
ュ
ウ
ズ

・
水
路

・土水路（部分的に石積）
・水源としてのシュウズ

・飲料、生活雑水、灌漑、融雪等様々な用途
　での利用
・使用ルール
・共同の維持管理（ユスイサライ）

・断面形状の拡大、護岸改良（U字溝、
　練石積）
・シュウズ空間の整備

・上下水道の整備による灌漑と融雪
　機能への特化　　・景観保全
・観光利用

唐
臼

小
屋

・水路沿いの高低差がある場所
　に立地する唐臼小屋

・水力を活用した脱穀 ・減少
・移築、復元 ・観光資源として活用

道
路
・土の道路 ・人の移動以外では荷車での荷物の運搬や牛

　馬の通行
・拡幅、舗装 ・車両の通行

火
葬地
・2ヶ所の火葬地 ・親戚と組の住民による葬い ・火葬場の消失→共同墓地としての

　転用、弘法堂の設置
・公共の近代的な設備の火葬施設が
　整備

山中
カ
ヤ

ツ
ミ
バ

・カヤバ近くにある共同のカヤ
　ツミバ

・コガヤの育成、乾燥、運搬（ヒキギリ、ムカデ）
　技術
・茅を下ろす共同作業
・自給自足（雑穀類の栽培）
・堆肥の生産
・株制度による財産や権利の売買
・養蚕

・カヤツミバの消失 ・共同の茅収納庫の整備
・カヤバの減少、茅の輸入

カ
ヤ
バ
・
ク
サ
カ
リ
バ

・
ナ
ギ
バ
タ
・
ク
ワ
ラ

・コガヤのカヤバ
・ナギバタ
　→地力低下後クサカリバに
・ナギの後にクワを移植し、ク
　ワラを形成

・カヤバの激減
・村による共同のカヤバの造成
・ナギバタ、クサカリバの消失

・クワラの消失

・茅の輸入
・自給率の向上
・現金収入の機会の増加、物流の発達、
　収量の増加
・養蚕の衰退

ト
チ
ワ
ラ
・

ト
チ
ワ
ケ
バ

・トチノミを採取するトチワラ
・トチノミを分配するトチワケ
　バ

・共同で採取、分配するルール
　（カシラバヤシ、報酬の仕組み）

・トチノキの伐採 ・建材としての利用

山
林

・ネソ、木材、クレ葺きの屋根
　材、薪の採取
・クマ、ウサギ、カモシカ、ム
　ササビなどの狩猟
・キノコ類、山菜等の採取

・家を普請するための材の調達、
・合掌家屋の屋根葺き
・囲炉裏や窯での煮炊きや暖、風呂を沸かす
・狩猟の技術（雪山の移動、熊狩りのルール、
　野宿の仕方、解体、クマノイの加工）

・伐採制限
・手入れの不足

・法律による規制（防災、景観保全）
・共有地の個人への分割

表 1  昭和中期から現在までの景観構成要素ごとの変化と要因 
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